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幕

末

鯨

組

の

石

炭

使

用

藤

本

隆

士

わ
が

国

近

世

の

最

大

経

営

の

一
つ
で

あ

っ
た
鯨

組

は
、

そ

の

捕

獲

作

業

も

さ

る

こ
と

な

が

ら

、

陸

揚

げ

し

て

か

ら

の
解

体

・
加

工

作

業

は

、
大

変

な

規

模

を

必

要

と

し

た

。

こ

こ

で

は

平

戸

藩

生
月

島

の

鯨

組

主

益

富

家

の
文

書

に

み

え

る

石

炭

史

料

を

掲

げ

て

お

こ

う

。

鯨

は

陸

に
揚

げ

ら

れ

る

と

、

色

々

な

加

工
工

程

別

の
大

納

屋

・
小

納

屋

・
骨

う

ん

か

納

屋

に

分

け

ら

れ

る

。

加

工

製

品

は

多

い
が

、

鯨

油

が

嬉

害

(
実

は
浮

塵

子

)

の
防

虫

剤

と

し

て
実

効

が

あ

る

こ

と

が

発

見

さ

れ

て
以

来

、

農

業

必

需

品

と

し

て
諸

藩

の
熱

心

な

購

入

が

あ

っ
た

の

で

、

皮

・
肉

・
骨

か
ら

可

能

な

限

り

煎

り

出

し

て

油

を

製

し

た

。

そ

の
た

め

に

は
多

量

の
燃

料

が

確

保

さ

れ

ね
ば

な

ら

な

か

っ
た
。

①

「

一

拾

壱

匁

(銀
)
石
炭

蓋

」

②

「

一
同

三

拾

五
匁

石

炭

弐

盃

幾

太

郎

立

」

ω

は
慶

応

二
年

で

、

詳

細

は

分

ら

な

い
が

、

銀

十

一
匁

で

石

炭

を
購

入

し

て

い

る
。

ま

た

②

は

翌

三

年

で

、

「
弐

盃

」
を

銀

三

十

五

匁

で

購

入

し
、

幾

太

郎

が

、

船

に

乗

っ
て

の
勘

定

立

に

な

っ
て

い
る

。

幾

太

郎

は

、

こ

の
年

、

五

月

十

日

と

廿

三

日

に

伊

万

里

行

を

し

て

い
る

の

で

あ

る

が

、

こ

の
石

炭

は

廿

三

日

の

購

入

品

目

の
中

の

一
つ

で
あ

る
。

だ

か

ら

こ

の

石
炭

と

い
う

の

は

、
北

松

乃

至

そ

の
周

辺

の
石

炭

で

あ

ろ

う
。

こ

の

よ

う

に

石

炭

が

焚

納

屋

の
諸

色

品

目

に

加

っ
て

い

る
が

、
他

に

(
銀

)

「

一
同

四

拾

八

匁

三

リ

ン

薪

木

千

四

百

六
拾

五
斤

(
中

略

)

一
同

百

弐

拾

三

匁

三

分

三

リ

ン

薪

木

凡

三

千

七
百

斤

内

五
百

斤

か

し

之

木

」

と

薪

木

の

購

入

量

は
依

然

多

い
。

右

の

史

料

が

現

在

の

と

こ
ろ

私

が

見

出

し

た

占

炭

で

あ

る

が

、

こ

れ

が

直

ち

に

、

鯨

油

製

作

工

程

に
使

用

さ

れ

た

か

否

か

は

明

ら

か

で

な

い
。

石
炭

購

入

量

は
未

だ

僅

か

で
薪

木

の

購

入

量

が

多

い

こ
と

か

ら

み

れ

ば

、

試

験

的

な

段

階

で

は

な

い
か

と

思

わ

れ

る
。

右

引

用

史

料

目

を

次

に
掲

げ

て

お

こ
う

。

①

益

富

家

文

書

、

整

理

番

号
№
1
7
8
1

「

慶

応

二
寅

年

御

買

物

代

諸

色

か

り

賃

指

引

帳

(
旦

那

様

焚

納

屋

)
」②

同
№
1
7
8
8

「
慶

応

三

卯

春

銀

諸

色

指

引

目

録

(
旦

那

様

焚

納

屋
)
」


